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■年頭あいさつ■

ＪＡグループ青森四連
会　長　　　　　　　　

　乙　部　輝　雄

　明けましておめでとうございます。

　組合員をはじめ役職員の皆様におかれましては、希

望に満ちた新年をお迎えのことと、心からお喜び申し

あげます。

　また、組合員・役職員の皆様が一丸となり地域農業

の振興や地域社会の発展に向け、日頃より多大なご尽

力をされていることに対しまして、あらためて敬意と

感謝を申し上げる次第であります。

　さて、昨年の青森の農業は、目立った自然災害や農

作物の被害もなく、概ね平年並みに推移しました。り

んごにおいては、春先の天候不順により、結実障害が

発生し収量の減少も懸念されておりましたが、概ね順

調な生育となり、収量は確保され、平年と比べ高値と

なりました。米においては、旺盛な市場での需要増大

を受けて、令和６年産米の概算金が前年産に比べて大

幅に向上しました。野菜においては、８月の高温の影

響により品質に一部影響があったもののおおむね順調

な生育となりました。一方、畜産酪農においては、飼

料等の資材価格の高騰や牛肉価格の低迷等によって非

常に厳しい経営状況であり、再生産可能な対策が急務

であります。

　農業・ＪＡをとりまく環境を見ますと、食料安全保

障に対する関心が高まり、国内農業の価値が見直され

る一方で、農業従事者の減少・高齢化、燃料や肥料、

飼料などの生産資材価格の高止まりにより厳しさを増

しており、担い手の確保や生産性の向上、農業に対す

る理解促進等様々な課題に直面しています。

　こうした状況の中、昨年は「農政の憲法」といわれ

る食料・農業・農村基本法が改正されました。まさに

我が国農業の歴史的な転換点の年となりました。

　改正法に位置付けられた「食料安全保障の確保」、「適

正な価格形成の実現」など、今後新たな基本計画に向

けた検討が具体化されます。

　ＪＡグループでは、施策の具体化と中長期にわたる

万全な予算、確保が図れるよう生産現場の声を届けら

れるよう全力で取組んでまいります。

　また、昨年12月に、「今こそ結集協同の力～青森の

農業と地域社会のくらしを守るために～」をスローガ

ンに掲げ第30回ＪＡ青森県大会を開催しました。これ

は変化する環境下であっても組合、地域の仲間ととも

に協同の力を発揮するという協同組合の本来の姿、原

点に立ち返り、将来にわたって希望を持てる農業と地

域社会を実現できる組織としての役割を果たすという

思いを込めています。

　この大会では、４つの重点目標 (「食料・農業基盤

の確立と担い手支援」「農政活動の強化と豊かなくら

しの実現」「組織・経営基盤の強化」「農業・ＪＡに対

する理解・共感の醸成」) を掲げ、取組むことを決議

しました。

　これらの重点目標を通じて、協同活動と総合事業を

好循環させることで、組合員・利用者との接点づくり、

関係強化を図り、営農とくらしに貢献し、また活力あ

る地域社会の実現に向け、行政等関係機関とも連携し、

しっかりとその対応を図ってまいります。

　さて、今年の干支は巳です。この巳の字は蛇の姿を

表しており、蛇は脱皮を繰り返して成長することや、

その生命力の強さから、「復活と再生」を連想させる

とともに長寿なことにちなんで「神の使い」として崇

められてきました。

　巳年にあやかり「農業の持続的な発展」、「適正な価

格形成の仕組みの具体化」等の実現に向けて、相互扶

助の精神のもと組合員、役職員が一致団結され、この

難局を打破し力強く邁進されることを願ってやみませ

ん。

　県連としては、引きつづき、ＪＡ経営の組織基盤・

経営基盤強化および各事業への支援を通じて、皆様の

ご期待に応えるよう取組んでまいりますので、何とぞ

よろしくお願い申し上げます。

　結びに、今年が皆様にとって明るく希望に満ちたす

ばらしい一年となりますよう心から祈念いたしまし

て、年頭のご挨拶といたします。
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ＪＡグループ青森
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新しい年を迎え皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。新しい年を迎え皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。
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ハボタン収穫・荷造り急ピッチ（12/17）
　ＪＡつがるにしきた管内では、クリスマスや年末の需
要に向けて、ハボタンの収穫や荷造り作業が急ピッチで
進んでいる。
　長さ60㌢になるよう収穫し、段ボールに箱詰めした後
ＪＡへ搬入。管内では12月23日頃まで収穫が続き、県内
外の市場に出荷する。

ジュース用リンゴ籠空け（12/11）
　ＪＡごしょつがるは、五所川原市の２ヶ所のりんごセ
ンターで、リンゴジュースの原料となる2024年産加工用
リンゴの籠空け作業を行った。
　リンゴジュースは9000箱（１箱30缶入り）の製造を計
画。各課からの応援職員が集まり、王林1600箱、ジョナ
ゴールド800箱のコンテナを籠に空けた。

リンゴ病害虫防除について理解を深める（12/3）
　ＪＡつがる弘前は、岩手県花巻市で共同防除組合代表
者研修会を開いた。共同防除組合・大口購入者ら134人
が参加した。
　参加者は、一部の殺虫剤に対する抵抗性の発達や、近
年の高温の影響で害虫の発生時期が変化していること
等、現状の問題を共有し来年産に向けた害虫防除につい
て学んだ。

一年を通して学んだリンゴ栽培 食べて完結（12/13）
　弘前市立相馬小学校の３年生17名は、ＪＡ女性部の指導のも
と、アップルパイとリンゴクレープのお菓子作りを体験した。
　弘前市の主産業である農業、特に盛んなリンゴ作りを春から
実際に行い学んできた児童らは、お菓子を前にこの日一番の笑
顔を見せた。
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プリザーブドフラワー教室とフラワーアレンジ教室
（12/2）

　ＪＡおいらせ女性部六戸支部は、プリザーブドフラ
ワー教室とフラワーアレンジ教室を開き、14人が参加し
た。
　両教室共に「クリスマス」をテーマに作品を仕上げた。
プリザーブドフラワーは生花を特殊な液体につけ長期間
の保存を可能にし、生花のような柔らかな質感でありな
がら、生花では不可能な色味を楽しめる。

新郷小学校児童がそば打ち体験（12/2）
　ＪＡ八戸女性部新郷地区の部員６人は、新郷村立新郷小
学校４年生の児童10人と一緒にそば打ち体験を行った。
　児童らはそば粉をボールの中でこね、まな板の上で麺棒
を使って薄く引き伸ばし、慎重に包丁を入れた。細く上手
にできたり、全体的に太めの麺になったりと、一人ひとり
の個性あふれるそばが出来上がった。

ミニデイサービスで地域交流図る（12/10）
　ＪＡゆうき青森の高齢者助け合い組織「えがおの会」
は、七戸町で今シーズン初のミニデイサービスを開催し
た。地域の高齢者11人が参加し、手芸活動を通して交流
を深めた。
　参加者らは、会員たちと共にカラフルなティッシュカ
バーを完成させた。昼食は、地域で収穫したナガイモの
すいとんや漬物等が振舞われた。

スチューベン出荷終盤（12/3）
　ＪＡ津軽みらい石川支店管内の石川青果センターで
は、10月下旬から行っている2024年産ブドウ「スチュー
ベン」の出荷が終盤を迎えている。
　贈答用の出荷が盛んで、１日当り約400箱（１箱２㌔）
を箱詰めし、年末までに全国へ約１万箱の出荷を計画し
ている。

Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ

ＪＡ八戸
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Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
青
年
部
は
十
和
田
市
で
、「
お
ら
ほ
の
自
慢
の
野

菜
ば
ま
ん
つ
食
っ
て
み
な
が
」と
題
し
た
体
験
型
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。
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　ＪＡグループ青森は12月５日、青森市のリンク
モア平安閣青森市民ホールで「今こそ結集！協同
の力　青森の農業と地域のくらしを守るために」
をテーマに、第30回ＪＡ青森県大会を開き、県内
ＪＡ・連合会から約500人が参加した。
　農業人口の減少や高齢化による農業生産および
農業経営基盤の弱体化等、県内農業の現状と課題
を共有し、今後３年間で取組む４つの重点目標を
決議した（詳細は絆12月号特集を参照）。
　ＪＡ青森中央会の乙部輝雄会長は「地域の仲間
と共に協同の力を発揮するという協同組合の本来
の姿・原点に立ち返り、この青森の大地で、将来
にわたって希望を持てる農業と地域社会を実現で
きる組織としての役割を果たしていく。組合員、
ＪＡ利用者との関係強化を図りながら、活力ある
地域社会を実現していく」と力強く述べた。

　

　ＪＡグループ青森と県農協農政対策委員会は11
月24日、青森市のグループホームあんしんハウス
で行った「こども宅食おすそわけ便」で県産米
「まっしぐら」約100㌔を贈呈した。
　県産米の無償提供は、子育て世帯や生活に困り
ごとを抱える方を食で支援するため2021年度から
実施し、今年で４年目を迎える。
　本年度は県社会福祉協議会を通じて「まっしぐ
ら」4.6㌧を「こども宅食おすそわけ便」を運営
する23団体、こども食堂等を支援する83団体、社
会福祉法人122法人に贈呈する。
　ＪＡ青森中央会
の野呂文人常務
は「皆さんの笑顔
が見られてよかっ
た。これからも地
域貢献活動を色々
な形でやっていき
たい」と語った。

　ＪＡ青森中央会と県ＪＡ女性組織協議会は11月
27日、青森市の県農協会館で2024年度青森県家の
光大会を開いた。県内ＪＡから約130人が参加し、
記事活用体験発表や普及・活用優良表彰等を行っ
た。また家の光三誌の活用運動方針等を盛り込ん
だ「大会申し合わせ」を採択した。
　記事活用体験発表では３人の地区代表が発表。
ＪＡつがる弘前女性部の川村静さんが最優秀賞に
輝いた。川村さんは、家の光に掲載された手芸作
品「さっとカブリーナ」を女性部の仲間と共に制
作した経験を紹介。川村さんは２月に神奈川県で
の全国大会に県代表として出場する。
　優秀賞はＪＡつがるにしきた女性部つがる支部
の奈良秀子さんとＪＡおいらせ女性部六戸支部の
山本ヒデさんが受賞した。
　普及・活用優良表彰では家の光三誌の普及・活
動に貢献したＪＡを表彰した。表彰ＪＡは次のと
おり。
▽「家の光」高率普及優良ＪＡ表彰
　＝相馬村、おいらせ、八戸
▽「家の光」12月号普及優良ＪＡ表彰
＝つがる弘前、相馬村、津軽みらい、十和田お
いらせ、ゆうき青森、おいらせ
▽「ちゃぐりん」８月号普及優良ＪＡ表彰
　＝つがる弘前、十和田おいらせ、おいらせ
▽「家の光三誌」普及・活用優良団体表彰（ＪＡ
女性部表彰）
＝青森、つがる
にしきた、ご
しょつがる、つ
がる弘前、津軽
みらい、十和田
おいらせ、ゆう
き青森、おいら
せ、八戸
▽「家の光三誌」
普及・活用優良団
体表彰（ＪＡ青年
部表彰）
＝つがるにしき
た、ごしょつが
る、つがる弘前、
十和田おいらせ

第30回ＪＡ青森県大会

こども宅食おすそわけ便

青森県家の光大会

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

▲あいさつする乙部輝雄会長

▲「まっしぐら」を手渡す野呂
常務

▲最優秀賞に輝いた川村さん
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　県農協青年部協議会は11日29日、青森市の県農
協会館で第49回青森県ＪＡ青年大会を開き、約70
人が参加した。
　ＪＡ青年の主張発表ではＪＡおいらせ青年部の
佐々木尚史さん、ＪＡ青年組織活動実績発表では
ＪＡつがるにしきた青年部の工藤康記さんが最優
秀賞に輝いた。２人は１月14、15日、北海道での
東北・北海道ブロックＪＡ青年大会に県代表とし
て出場する。
　佐々木さんは、持続可能な農業の取組みとして
「５畝休む余裕を持ってみませんか」と発表。心
も体も限界まで追い込む働き方ではなく、たかが
５畝、されど５畝という余裕が自分も家族も大事
にすることにつながると述べた。
　工藤さんは、消費者と生産者それぞれの理想的
なコメの価格のギャップの調査内容を発表。青年
部が出店したイベントでアンケート調査を行い、
その結果から、消費者に生産コストを正しく理解
してもらうことでギャップ解消の可能性があると
述べた。優秀賞は次のとおり。
▽ＪＡ青年の主張発表
　＝樋口成紀さん（ＪＡごしょつがる青年部）
▽ＪＡ青年組織活動実績発表
　＝千葉滉成さん（ＪＡ十和田おいらせ青年部）
　同大会では全青協主催の「2024年度手づくり看
板コンクール」「ＰＲ動画コンクール」の表彰も
行った。入賞作品は次のとおりで、全青協の同コ
ンクールに推薦する。
◇手作り看板コンクール
▽最優秀賞＝ＪＡ十和田おいらせ青年部三本木支
部

▽優秀賞＝津軽み
らい農協常盤地
区青年部

▽優良賞＝ＪＡ十
和田おいらせ青
年部七戸支部

◇ＰＲ動画コン
クール

▽最優秀賞＝ＪＡ
つがる弘前青年
部

　ＪＡ青森中央会は12月３日、青森市の県農協会
館で2024年度ＪＡ自己改革推進会議を開き、県内
ＪＡから約30人が出席した。
　24年10月の第30回ＪＡ全国大会決議を踏まえた
今後のＪＡ自己改革推進や実践サイクルについ
て、ＪＡ全中ＪＡ改革・組織基盤対策部の内藤健

貴氏が説明。これまでの取組実績を「見える化」
して組合員に伝え、さらなるニーズを捉えて事業
計画に落とし込むことで、不断の自己改革の深化
を図っていくこと
が重要であると話
した。
　また、ＪＡつが
るにしきた、ＪＡ
ごしょつがる、Ｊ
Ａ十和田おいらせ
の３ＪＡが取組み
事例を紹介した。
　　

　ＪＡ青森中央会は12月12日、青森市の県農協会
館でＪＡ広報担当者合同会議と日本農業新聞通信
員研修会を開き、県内ＪＡ・連合会の課長や日本
農業新聞通信員等18人が参加した。
　会議では、2024年度日本農業新聞青森県「優績
通信員」四半期表彰や、次年度の青森県版企画記
事等について確認した。また、各ＪＡの24年度上
期の広報活動の取組実績や下期の活動計画を報告
し、情報共有を図った。
　研修会では、23年度ＪＡ広報大賞総合の部で
「大賞」を受賞したＪＡ新潟かがやきの講師が、
WEBにて「ターゲットを意識した広報活動」を
テーマに研修を行った。ＪＡ新潟かがやきの広報
戦略や考え方を学
んだ参加者は「広
報の体制や戦略が
しっかりと作られ
ていて、連携が取
れていると思っ
た。自分たちの広
報活動にも生かし
ていきたい」と話
した。
　　

　ＪＡ青森中央会は12月13日、青森市の県農協会
館で2024年度次世代リーダー育成研修会「修了レ
ポート発表会」を開いた。
　発表会は、宮城県名取市のＪＡ学園宮城等で
行った2024年度次世代リーダー育成研修会（ＪＡ
戦略型中核人材育成研修）を受講した県内ＪＡ職
員８人の他、審査員として青森公立大学経営経済
学部の生田泰亮准教授をはじめ、県内ＪＡの役職
員らが参加した。８人の受講者は、研修会プログ
ラムを通じて得た知識等を基に、自ＪＡ事業等に

第49回青森県ＪＡ青年大会

ＪＡ自己改革推進会議

ＪＡ広報担当者合同会議・日本農業新聞
通信員研修会

次世代リーダー育成研修会「修了レポー
ト発表会」

▲説明するＪＡ全中の内藤氏
（左奥）

▲ＪＡ新潟かがやきの講演を聞
く参加者ら

▲最優秀賞の佐々木さん（左）
と工藤さん
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対する改革・提案を修了レポートにまとめ、発表
した。
　審査の結果、ＪＡつがる弘前の成田康伸さんが
最優秀賞を受賞した。成田さんのテーマは「りん
ご産業の維持発展に向けて～農地の集約と基盤整
備への取組み～」。リンゴ産地の労働力・新規就
農者確保に向け、洗い出した課題の解決策として、
リンゴ園地の面的集積やＪＡとの特定農作業受託
契約等を提案した。優秀賞にはＪＡ津軽みらいの
福士菜美子さん、ＪＡ十和田おいらせの工藤英明
さんが輝いた。
　同研修会は、将来ＪＡを担い得る中核的な人材
を育成することを目的に、東北６県のＪＡ中央会
が共催する。最優
秀賞の成田さん
は、２月に開かれ
るＪＡ戦略型中核
人材育成研修全国
研究発表会に青森
県代表として出場
する。

　ＪＡ青森中央会は12月15日、青森市のホテル青
森で、第43回青森県「ごはん・お米とわたし」作
文・図画コンクール表彰式を開いた。
　作文部門で若宮遙希さん（青森市立浦町中学校
２年）の「当たり前のご飯のありがたさ」、図画
部門で三浦一花さん（青森市立浪打中学校３年）
の「すくすく育つ」が最高賞の県知事賞に輝いた。
　同コンクールは、お米・ごはん食の大切さを、
小中学生に理解してもらうことを目的に毎年実施
しており、24年度は作文部門で214点、図画部門
で251点の応募があった。
　若宮さんの作品は「家族に訪れた逆境の中で、
家族揃ってご飯を食べられるありがたさを描いた
作品。母親と弟のために何かをしようと決意し、
一生懸命お米を研ぐ小学３年生の若宮さん。その
懸命な姿や、冷たくなった手を両手で包み込む母
親の姿が、読み手の胸を打つものがあった」とし
て評価された。
　三浦さんの作品は、「やわらかな日差しが差し
込む部屋で、２人
が仲良くお寿司を
食べる場面を、三
浦さんならではの
奥行きのある構図
と優しい色合いで
丁寧に表現した素
晴らしい作品。表
情や柔らかな髪の

毛、可愛い手などの表現が細部にわたって巧みに
描写されている」と評価された。
　その他、入賞作品は次のとおり。
▽青森県教育委員会教育長賞　
　作文部門＝丸谷鈴さん
　　　　　　（八戸市立小中野小学校２年）
　図画部門＝中居凜鳳さん
　　　　　　（八戸市立是川小学校５年）
▽青森県農協中央会会長賞　
　作文部門＝木戸凜さん
　　　　　　（外ヶ浜町立三厩小学校６年）
　図画部門＝兔内蒼士さん
　　　　　　（七戸町立城南小学校２年）
　また、11月中旬に実施された第49回（全国）「ご
はん・お米とわたし」作文・図画コンクールの審
査会において、以下の皆様が受賞された。
▽内閣総理大臣賞
　作文部門＝若宮遥希さん
　　　　　　（青森市立浦町中学校２年）
▽文部科学大臣賞
　図画部門＝櫛引小京さん
　　　　　　（青森市立筒井南小学校２年）
▽優秀賞
　図画部門＝三浦一花さん
　　　　　　（青森市立浪打中学校３年）

行事（１／１0〜２／１0）

１月
　10日　　　県農協農政対策常任委員会、定

例理事会（県農協会館）
　15日　　　県参協定例会（県農協会館）
　15～16日　監督者研修会２（県農協会館）
　22日　　　新採用職員フォロー研修会（県

農協会館）
　24日　　　営農指導員認証試験（県農協会

館）
　29～30日　初級職員研修会２（県農協会館）

２月
　３～４日　管理者研修会２（県農協会館）
　６日　　　内部監査士試験（県農協会館）
　７日　　　定例理事会（県農協会館）

▲知事賞を受賞した若宮さん
（左）と三浦さん

第43回青森県「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール表彰式

▲最優秀賞の成田さん

▲受賞者らの記念撮影の模様
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　農林中央金庫青森支店は、11月22日に2024年度
ライフプランサポーター意見交換会を実施した。
８ＪＡから計11名が参加。
　ライフプランサポートとは、ニーズに寄り添っ
た提案型セールスを実践することで取引深耕を図
るための取組みであり、「ＪＡをメインバンクと
する利用者」を増加させ、利用者基盤を構築して
いくことを最大の目的としている。
　当日はライフプランサポーターの役割や窓口推
進にかかる情報提供を農林中金から行ったのち、
３グループに分かれ、計３つのグループディス
カッションを実施した。
　グループディスカッションでは、窓口リーダー
として支店全体の推進をどのように実践している
かをテーマに、各推進商品の推進手法や話法、資
材等について意見交換を実施。各ＪＡの窓口リー
ダーが日々の推進活動等で抱える悩みや効果的
だった解決策を共有しあい、今後の一層の推進強
化に向けてつながりを深めた。

　12月11日、ＪＡバンク青森では初開催となる地
域金融教育を実施した。
　地域金融教育とは、現行ＪＡバンク青森中期戦
略で掲げる地域領域の取組の一環として農林中金
より展開しており、今回、ＪＡ津軽みらいが県内
ＪＡで初めて実施したもの。主に小学３～６年生
を対象としてお金×農業をテーマとした授業を行
い、グループワークを通じてお金やその使い方に
対しての理解を深める。
　当日は５名１組でグループを作り、農家経営シ
ミュレーションゲームを実施。それぞれ「社長、
副社長、経理部長、営農部長、販売部長」で役割
を決め、何にお金を使うべきか、どのタイミング
でお金を使うべきか等、グループごとに活発な議
論が行われた。
　本取組は、地域の小学生に金融の知識を深めて
もらうとともに、ＪＡバンクの存在を知ってもら
うきっかけとなるため、来年度以降も継続的に実
施していく予定としている。

　

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

▲当日の様子 ▲当日の様子

農林中央金庫
１月
　16日　　　ＪＡバンク青森運営協議会専門

委員会（県農協会館）
　23～24日　相続実務研修（WEB）
　28日　　　反社会的勢力対応研修（WEB）

行事（１／１0〜２／１0）

２月
　６日　　　青森県ＪＡ信用担部課長会議

（県農協会館）

農協電算センター
２月
　７日　　　定時取締役会（県農協会館）

2024年度ライフプランサポーター意見交
換会を実施

ＪＡバンク青森初の小学生向け金融教育
を実施！
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　ＪＡ全農あおもりは11月23日、「やすらぎホー
ル音楽祭」を開いた。場所は、黒石市の津軽葬祭
センター「ＪＡやすらぎホール黒石」。入場は無
料で、約300人の来場者で賑わった。
　S.D.C.C DANCE STUDIO によるダンスパ
フォーマンス、正調黒石ねぷた囃子、津軽民謡歌
手のかすみさんの民謡ショーや、ものまね芸人の
ホリさんとハリウリサさんによるものまねステー
ジなど、会場を盛り上げていた。
　また、60歳以上先着40名様には、生前遺影写真
撮影会を無料で提供した。
　来場者からは「イベントに参加してよかった」

「楽しかった」などの声があり、今後もＪＡ葬祭
ホールの認知促進に努めていく。

　ＪＡ全農あおもりは11月30日に青森米ＰＲイベ
ント「あおもり米フェア2024」を、愛知県名古屋
市 金山総合駅コンコースイベント広場にて開催
した。
　イベントでは、青森県産米の「青天の霹靂」「は
れわたり」「まっしぐら」の精米と、３銘柄を食
べ比べできる「あおもり米食べ比べおにぎり弁当」

を販売した。精米を購入した方を対象に、商品券
や青森県産ながいも、りんごジュースが当たる抽
選会や、青森県産米３銘柄の試食も実施した。
　ＣＢＣラジオとタイアップし、前日の告知や当
日のイベント会場から生中継も行い、クリーンラ
イスレディあおもりや生産者も参加し、会場はに
ぎわっていた。
　また、11月23日・24日には、福岡県福岡市福岡
三越にて、「青天の霹靂」の試食販売も実施した。

　ＪＡ全農あおもりは12月14日・15日の２日間、
鹿児島市のおいどん市場与次郎館で、青森県産品
の販促イベント「青森フェア in 鹿児島」を開いた。
ＪＡ鹿児島県経済連とのコラボフェアは６回目。
　同フェアではりんご、にんにく、ながいも、精
米など県産農産物やその加工品を38品目販売した
ほか、県産りんごを使用したりんご飴やごぼうの
唐揚げなど調理販売も行った。そのほかブランド
米「青天の霹靂」やりんご、ジュースの試食・試
飲を実施し、来場者に県産品の魅力をＰＲした。
　全農あおもり運営委員会の乙部輝雄会長は「こ
のフェアは、鹿児島と青森の魅力ある農畜産物を
知ってもらい、食べてもらうことを目的に令和３
年から開催している。青森の自慢の農産物を産地
から直送でお持ちしたのでフェアを楽しんでほし
い」と開会のあいさつを行った。

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

やすらぎホール音楽祭

「あおもり米フェア２０２４」を開催

「青森フェア in鹿児島」開催

１月
　10日　　　運営委員会（県農協会館）

２月
　７日　　　運営委員会（県農協会館）

行事（１／１0〜２／１0）

▲民謡ショーを披露するかすみさん

▲挨拶をする乙部会長

▲青森米をＰＲした「あおもり米フェア２０２４」
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　ＪＡ共済連青森は、11月９・10日、青森市青森
県観光物産館アスパム（１階イベントホール）、
16・17日、弘前市さくら野弘前店（４階）、23・24日、
おいらせ町イオンモール下田（１階パセリー菜横
広場）で「令和６年度ＪＡ共済青森県小・中学生
書道・交通安全ポスターコンクール展示会」を開
催した。
　展示会では、書道半紙・条幅の部、交通安全ポ
スターの部の中から選ばれた「最優秀賞」、「特選」、
「準特選」の81作品が展示され６日間で多くの来

場者が会場を訪れた。
　来場者は「小・中学生が書いたとは思えないほ
ど上手だ」、「来年は賞を取れるように頑張りたい」
等たくさんの声を聴くことができた。

　ＪＡ共済連青森は、11月21日に青森県農協会館
で「共済担当部長会議」を開催した。
　開催にあたり、沼田本部長は日頃から共済事業
全般に尽力いただいていることと、Ｏｎｅチーム
となって推進活動に取り組んでいただいているこ
とに対して感謝の言葉を述べた。陸奥湾で何度か
発生している地震について触れ、今一度、建物・
家財の保障点検をしていただくようお願いし、挨
拶とした。
　会議では、①令和６年度ＪＡ普及推進目標達成
に向けた総仕上げの取組み、②令和７年度から９
年度ＪＡ共済３か年計画（原案）、③令和７年度
事業計画書（業案）、④令和７年度業務計画書（原
案）、⑤令和７年度ＪＡ普及推進・保全計画策定
にかかる支援、⑥令和６年度共栄火災商品目標達
成に向けた今後の取組み、⑦当面の行事予定につ
いて協議が行われた。

JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

▲展示会の様子（16・17日さくら野弘前店）

▲展示会の様子（9・10日観光物産館アスパム）

▲展示会の様子（23・24日イオンモール下田）

▲挨拶をする沼田本部長

ＪＡ共済青森県小・中学生
書道・交通安全ポスターコンクール展示
会の開催

共済担当部課長会議の開催

１月
　10日	 運営委員会（県農協会館）

２月
　４日　　　共済事業担当常勤理事会議（東

京）
　７日	 運営委員会（県農協会館）

行事（１／１０〜２／１０）
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あおもり
東北農政局通信

あおもり
農林水産省東北農政局
　　　　青森県拠点地方参事官室

℡：017-775-2151

連絡先
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　　　●オリジナル食育絵本贈呈（１/17・18）
写真1

　　　　　ＪＡ全農あおもりは、食育活動の取組みと
して、オリジナル絵本「おにぎりのやくそく」

（全農が監修、絵本作家かとうまふみ氏が執
筆）を制作した。絵本の完成を記念し、１月
17日の「おむすびの日」に合わせて贈呈式を
開いた。

　　　●にんにくフォーラム（１/17）
　　　　　ＪＡ全農あおもりは県と共催で、ＪＡ十

和田おいらせ本店で「令和５年度にんにく
フォーラム」を開き、入賞者や生産者など関
係者らが参加した。最優秀賞として表彰され
たＪＡ十和田おいらせの佐藤茂寿さんには、
農林水産大臣賞が授与された。

　　　●県産ごんぼ（ごぼう）の鶏めしおむすびＰＲ
（２/６）写真2

　　　　　ＪＡおいらせ女性部とＪＡ全農、ファミ
リーマートの関係者は、宮下宗一郎県知事を
表敬訪問し、ＪＡおいらせ女性部が発案した

「青森県産ごんぼ（ごぼう）の鶏めしおむすび」
をＰＲした。ＪＡ全農とファミリーマートが
全国のＪＡ女性組織のアイデアで開発した８
商品のうちの１つで、東北地方で唯一選ばれ
た。

　　　●能登半島地震被害に見舞金（３/７）写真3
　　　　　県農協農政対策委員会は、東京都でＪＡ石

川県中央会に対し、能登半島地震被害に対す
る見舞金を贈呈した。同中央会の西沢耕一会
長に目録を手渡した。

　
　　　●鹿児島フェア in 青森（３/９・10）　
　　　　　ＪＡ全農あおもりは、青森市の県観光物産

館アスパムで、ＪＡ鹿児島県経済連とのコラ
ボイベント「鹿児島フェア in 青森」を開いた。
約40点の鹿児島県産農畜産物・加工品を販売
したほか、県産農産物も販売した。

　　　●ＪＡ教材本贈呈（３/11）写真4
　　　　　ＪＡ青森中央会とＪＡバンク青森は、小学

校５年生向け令和６年度版の教材本を県教育
委員会に寄贈した。教材本は県内の農林水産
団体等が食農教育用に発行した「いのちはぐ
くむあおもりの農林水産業」とＪＡバンク発
行の「農業とわたしたちのくらし」の２種類。

　　　●ＪＡ青森県青協　通常総会（４/８）　
　　　　　県農協青年部協議会は、青森市で第71回通

常総会を開いた。役員や部員ら43人が出席し、
提出された４議案について全て承認された。
斗沢正和氏が新委員長に就任した。

２０２4年を振り返る
【特別企画】

１
月

２
月

３
月

４
月

 2024年の本県農業を振り返ると、りんごは概ね順調な生育となり、収量は確保され、平年と比べ高値となり、
米は市場の需要増大を受け、令和６年産の概算金が前年産に比べて大幅に向上した。野菜も概ね順調な生育となっ
たが、畜産酪農は、飼料等の資材価格の高騰や牛肉価格の低迷等によって非常に厳しい経営状況である。
 農業・ＪＡをとりまく環境は、食料安全保障に対する関心が高まり、国内農業の価値が見直される一方、農業
従事者の減少・高齢化、燃料や肥料等の生産資材価格の高止まりにより厳しさを増している。
 ＪＡグループ青森は、令和６年12月に開催した第30回ＪＡ青森県大会にて、「今こそ結集！協同の力～青森の
農業と地域のくらしを守るために～」をスローガンとし、４つの重点目標に掲げて、課題解決に取組んでいくこ
ととした。

青森県の農業・ＪＡ主要ニュース

11 22 33
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　　　●能登半島地震青果会社へ見舞金（４/18）　
　　　　　ＪＡ全農あおもりは、能登半島地震被災地

の青果会社の支援として、丸果石川中央青果
㈱、丸果七尾青果㈱に見舞金を贈呈した。両
社は県産品の青果物を扱う取引先で、石川県
内の流通を担っている。

　　　●台湾への地震見舞金（４/22）写真5
　　　　　台湾東部沖地震の被災地支援として、ＪＡ

全農あおもりは見舞金を贈呈した。台湾の外
交窓口機関・台北駐日経済文化代表処（東京
都港区）で周學佑副代表に目録を手渡した。

　　　●令和６年度　青森県ＪＡ信用・共済事業合同
推進大会（４/24）写真6

　　　　　ＪＡバンク青森とＪＡ共済連青森は、青森
市で「令和６年度青森県ＪＡ信用・共済事業
合同推進大会」を開いた。信用・共済事業の
更なる実績拡大と相互連携強化が目的で、県
内ＪＡ役職員約120名が参加した。

　　　●県ＪＡ女性組織協議会70周年　通常総会・記
念式典（４/26）　

　　　　　県ＪＡ女性組織協議会は、青森市で第70回
通常総会を開いた。役員や部員、ＪＡ事務局
ら104人が出席し、提出された４議案は全て
承認された。総会後は70周年記念式典を行い、
同協議会会長や副会長を２年以上務めた部員
９人を特別功労表彰した。

　　　●令和６年度食料・農業・地域政策の推進に向
けた要請（５/10）写真7

　　　　　ＪＡ青森中央会と県農協農政対策委員会
は、衆参議院会館で本県選出国会議員７人に

「令和６年度食料・農業・地域政策の推進に
向けた要請」を行った。特に食料安全保障の
確保、適正な価格形成の実現ならびに多様な

農業者への施策の抜本的な拡充などの必要性
を訴えた。

　　　●ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクト
　　　　（５/28）写真8
　　　　　ＪＡ共済連青森は、ＪＡ共済ビジネスサ

ポート㈱と森林組合あおもりの協力のもと、
「ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクト」を
平内町で開き、県内ＪＡ職員15名が参加した。
同プロジェクトは平成29年から開いている。

　　　●やさい・花き販売懇談会（６/10）写真9
　　　　　ＪＡ全農あおもりは、青森市で令和６年度

やさい・花き販売懇談会を開いた。全国の取
引会社や県内関係者ら207人が出席し、事業
経過や取扱対策を決議した。令和６年度の
共販目標額は、やさい293億円（前年度実績
対比22億9191万円増）、花き７億円（同１億
3963万円増）。

　　　●ニンニク収穫ピーク（６/20）　
　　　　　全国トップクラスのニンニク生産量を誇る

十和田おいらせ管内で、ニンニクの収穫が最
盛期を迎えた。収穫前の降雨で大きさや形、
収量が良質に仕上がった。ＪＡでは年間取扱
高16億円超え（前年度比148％）を目指す。

　　　●ＪＡ青森中央会等の新体制（６/28）
　　　　　ＪＡ青森中央会・ＪＡアオレン等は、青森

市で総会、理事会等を開催し、新役員を決定
した。ＪＡ青森中央会の代表理事会長は乙部
輝雄（ＪＡゆうき青森）、副会長理事は天内
正博（ＪＡつがる弘前）、常務理事は野呂文
人（学識経験理事）。

44 55 66

77 88 99

５
月

５
月

６
月

４
月
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　　　●スイカ出荷始まる　生育順調で甘さ十分
　　　　（７/３）写真�
  　　　　ＪＡつがるにしきた管内の2024年産スイカ

の出荷が始まり、それに合わせて、鰺ヶ沢町
の鳴沢りんごセンターでスイカ目揃え会を開
き、生産者や市場関係者ら40人が出席し、選
果基準を確認した。

　　　●2024年度農業所得向上祈願（７/８）
　　　　　県農協農政対策委員会は、八戸市の櫛引八

幡宮で2024年度「農業所得向上祈願」を行っ
た。同委員会の常任委員ら16人が神殿に玉串
をささげ、県内農作物の豊穣、農畜産物価格
の上昇と農家所得の向上、農作業の安全を祈
願した。

　　　●自慢のメロン出発（７/16）写真�
　　　　　つがる市、ＪＡごしょつがるなどで構成す

る、つがるブランド推進会議は、つがるブラ
ンド認定メロンの出荷式を同ＪＡ木造総合支
店で開いた。主力品種「タカミ」メロンを中
心に約10㌧が名古屋、大阪の市場へ向けて出
発した。

　　　●令和６年度東北北海道地区ＪＡ女性組織リー
ダーおよびフレッシュミズリーダー合同研修
会（８/20・21）写真�

　　　　　県ＪＡ女性組織協議会役員らは、秋田県秋
田市で令和６年度東北北海道地区ＪＡ女性組
織リーダーおよびフレッシュミズリーダー合
同研修会に出席した。組織活動体験発表では、
本県代表のＪＡ八戸女性部まべち支部の坂本
順子さんが最優秀賞を受賞した。

　　　●りんご販売懇談会（８/27）
　　　　　ＪＡ全農あおもりは、弘前市で令和６年度

りんご販売懇談会を開き、販売計画や取扱対

策について報告した。令和６年産は系統集荷
720万箱（１箱20㌔、前年産比134％）。販売
計画は1200万箱（１箱10㌔、前年産比133％）
に設定した。

　　　●秋田・山形の大雨被害に見舞金（９/２）
写真�

　　　　　県農協農政対策委員会は、山形県上山市で
ＪＡ秋田中央会の小松忠彦会長とＪＡ山形中
央会の折原敬一会長にそれぞれ大雨被害の見
舞金を贈呈した。

　　　●全量一等に　2024年産米初検査（９/11）
写真�

　　　　　ＪＡ青森は、青森市で2024年産米初検査を
行った。常勤役員や関係者など約30人立ち合
いのもと、「青天の霹靂」のフレコン４袋（１
袋1080㌔）を検査した。検査結果は、全量一
等米に格付けされた。

　　　●「夢ひかり初売り」　2024年産好発進（10/４）
写真�

　　　　　ＪＡつがる弘前が出荷した2024年産の早生
ふじ「夢ひかり（糖度13％以上のひろさきふ
じ）」の初売りが、東京・大田市場と大阪市
場で行われた。平均価格は東京が１㌜ 7166
円、大阪が同7503円。直近５年間と比べ、東
京が1605円高、大阪が1392円高と順調なス
タートとなった。

　　　●「青天の霹靂」デビュー 10周年記念イベン
ト（10/10～12）写真�

  　　　　ＪＡ全農あおもりは、「青天の霹靂」デ
ビュー 10周年記念イベントをユニバース　
ラ・セラ東バイパス店で開いた。イベント期
間中、県産米購入者を対象にユニバースで使
える商品券や県産米パックご飯セットが当た

�� �� ��

�� ��

８
月

８
月

９
月

７
月

10
月

��
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る抽選会を行い、新米「青天の霹靂」の試食
も実施した。

　　　●国消国産ＰＲイベント（10/16）　写真�
  　　　　ＪＡ青森中央会は、青森市で国消国産Ｐ

Ｒイベント「みんなで知ろう！国消国産！ 
2024！」を開いた。「国消国産が日本の食を
つくります」「子どもたちの未来に食の安心
をつなぐ国消国産」と書かれた懸垂幕を県農
協会館壁面に掲揚。来場者200人に、国消国
産ＰＲ資材や「青天の霹靂」のパックご飯、
県産リンゴジュースを手渡した。

　　　●国消国産マルシェ 2024（11/16）写真�
　　　　　ＪＡ青森中央会は、青森市で、国消国産Ｐ

Ｒイベント「国消国産マルシェ 2024」を開
いた。ＪＡや青年部、女性部などが出店した
販売コーナーでは、大勢の来場者が買い物を
楽しんだ。ＪＡグループ青森が出店したＰＲ
コーナーでは、チラシや国消国産のパンフ
レットなどを来場者に配布した。

　　　●ジャンボおにぎり完成　「はれわたり」初使
用（11/17）写真�

　　　　　ＪＡ津軽みらいは、藤崎町の「第12回ふじ
さき秋まつり」でジャンボおにぎりづくりを
行った。県のブランド米「はれわたり」10俵
分（約600㌔）を初めて使用した。高さは約
２㍍、正面に海苔でマスコットキャラクター
の「ジャン坊くん」の顔と、はれわたりの文
字を貼り付けて仕上げた。

　　　●次期食料・農業・農村基本計画および令和７
年度農業関係予算等に関するＪＡグループ青
森の重点要請（11/21・22）写真�

　　　　　ＪＡ青森中央会と県農協農政対策委員会
は、衆参議院会館で本県選出国会議員８人に

「次期食料・農業・農村基本計画および令和
７年度農業関係予算等に関するＪＡグループ
青森の重点要請」を行った。特に「農業関連
予算の十分な増額」、「適正な価格形成の実現
に向けて国が一定の関与をする仕組みの早期
構築」の必要性などを訴えた。

　　　●リンゴかす段ボール（12/２）　
　　　　　ＪＡアオレンは、りんごジュースの製造で

発生する搾りかすを活用した段ボールを開発
した。製品としての段ボールへの活用は日本
で初めて。３層構造の段ボールの表面紙に搾
りかすを10％配合。梱包資材を２万㌜分作り、
全国に向け出荷している。

　　　●第30回ＪＡ青森県大会（12/５）　写真�
　　　　　ＪＡグループ青森は、青森市で第30回ＪＡ

県大会を「今こそ結集！ 協同の力 青森の農
業と地域のくらしを守るために」をスローガ
ンに開き、ＪＡや連合会から約500人が参加
した。県内農業課題を共有し、今後３年間で
取り組む四つの重点目標を決議した。

　　　●東北６県103「やや良」（12/10）
　　　　　東北農政局は、2024年産米の東北６県の作

況指数が103の「やや良」で確定と発表した。
おおむね天候に恵まれ、平年並み以上の作柄
となった。県別は宮城が「107」、岩手が「106」
で良。青森が「103」、秋田と福島が「102」
でやや良。山形はやや不良の「97」となった。
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■JA青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・JA情報などをご覧いただけます。
■JAバンク青森　　https://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のJAバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■JA全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■JA共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　JA共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

農林中央金庫　青森支店　
　JA指導相談班
　　新

にっ

田
た

　佳
か

子
こ

　さん

●プロフィール
2023年４月から勤務　青森市　24歳

　 働くきっかけは？ �
　幼いころからの夢であった「農業に関する仕事」と、「大学で学んだ金融の知識を活かすことができる仕事」の両
方が叶うと思い、入庫しました。
　
　 業務内容を教えて下さい。 �
　規定改正対応や、JAの国庫金検査、照会対応などをしています。

　 働いた感想は？ �
　指導班での照会対応では自分の知識不足に焦る毎日です。一方で、日々知識が増えていくことのワクワク感と、少
しずつ蓄積してきた知識が繋がっていく嬉しさで毎日楽しく仕事ができています。やりがいのある仕事を楽しみなが
らできていることは、非常にありがたいことだと思っています。

　 仕事をする上で、日頃心がけていることは？ �
　当然のことではありますが、照会対応では相手の立場になって、何を求められているのかを考えながら仕事をする
よう心掛けています。正確な情報の提供はもちろん、回答までの迅速さと誤解を与えない伝え方は今後の課題だと認
識しています。　

　 特技・趣味は？ �
　趣味はゲームで、最近はドラゴンクエストⅢのリメイク版をちまちま進めています。

　 あなたが自慢できることは？ �
　継続力はある方だと思っています。10年以上続いている日記は、43冊目に突入しました。1行だけの日も5ページ
一気に書く日もありますが、毎日書くことで気持ちを整理できるのでお勧めです。
　　
　 将来の夢は？ �
　業務面では、ロールモデルとしている先輩方のように、豊富な知識で同僚や JAから信頼される人材になりたいで
す。それが結果として、私が金庫を志望した理由でもある「農家さんに還元できる仕事」に繋がれば良いなと思います。
プライベートでは、高品質のプロジェクター・スピーカー・ソファを揃えたシアタールームで暮らすことが夢です。

輝き

　HAPPY�NEW�YEAR。

　今回の写真は「北金ヶ沢の大イチョウ」です。

国の天然記念物で推定樹齢1000年以上、高さ約

31m、幹周り約22mの日本最大級のイチョウ

の木で、11月30日撮影。テレビのニュースを見て家族で行きま

した。ライトアップ前後の写真ですが、とてもキレイでした。

　皆さんは行かれたことありますか。

　それでは皆さん、「SEE�YOU�ON�FEBRUARY!」（一）

後編
記集
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